
～平成29年度交付決定額： 22,057 千円 平成30年度申請額： 1,265 千円

 7 実施計画における目標と期待される効果 別紙①のとおり

 10 その他事業（自主財源、民間団体、他省庁等からの補助（支援）を予定している事業など）

 9 その他計画実施により想定される効果（定性的な効果を記載）

 12 担当部局

１、地域の文化遺産継承事業
(１)情報発信　(立神四季物語実行委員会)
・立神地区内、志摩市内の文化財、伝統行事、神事の見学者の増加、ひいては観光客の増加につながる。
　また、地域住民が地元の文化遺産への理解を深めることにより、次世代への文化遺産の保存・活用の
　基礎ができる。
２、伝統文化継承基盤整備事業
(１)後継者養成、用具等整備　(立神自治会)
・若手指導者の育成により、次世代へ継承していくための基盤ができる。
・長らく使用されていた裃が新調されることにより、雰囲気が変わり、出演する子どもたちの参加意欲を高め、
　さらには観覧する地元住民も増加する事が期待できる。

現在「歴史文化基本構想」は策定を行っていないが、近い将来策定を行う見込みがあり。

地方公共団体
担当部局課

志摩市教育委員会　生涯学習スポーツ課

 11 「歴史文化基本構想」の策定や「歴史的風致維持向上計画」の作成・認定に向けた計画の見込等

文化遺産総合活用推進事業　実施計画

三重県・志摩市  2 補助事業の種類 1 都道府県・市区町村名

志摩市が、本計画実施に伴う全体の企画・調整や取りまとめ、各補助事業に係る指導等の事務局の業務を行う。
担当部署、団体は以下の通り。
　・志摩市教育委員会　生涯学習スポーツ課 ： 各補助事業における文化財の取扱等に関する指導・調整等
　　・補助事業は、志摩市文化遺産地域活性化実行委員会が実施する
　　　　構成団体：立神自治会、立神四季物語実行委員会、志摩市

 3 実施計画の名称

 4 実施計画期間

 6 実施体制

 5 実施計画の概要

志摩市教育推進計画を踏まえ、地域の文化遺産を次世代に継承し、後継者の育成や伝統文化の保存、発展を目指す
とともに、文化遺産を活用して、地域活性化を推進するため、下記の事業を実施する。

１、地域の文化遺産次世代継承事業
２、伝統文化継承基盤整備事業

地域文化遺産活性化

平成 30 年度 ～ 平成

志摩市文化遺産地域活性化事業
【計画の改善時期】
　　平成   年度

事業概要：

事業概要：

事業概要：

（2）実施事業の概要 別紙②のとおり

（1）補助金額 8 補助事業の概要

31 年度

様式１－１



人 人人 人 人 人

平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度平成 年度 平成 年度 平成 年度

平成 31 年度 4 人

設定根拠２：
立神地区の少子高齢化や人口減少の状況（志摩市人口ビジョンなどから）より、次世代を担う人
材確保目標値として設定

進捗状況２： 各年度、状況値、目標に対する達成率

目標値２： 【現状値】 平成 29 年度 1 人 ⇒ 【目標値】

目標区分２： 伝統文化の継承体制の維持・確立

評価指標区分２： 祭礼行事等の保存会会員数、保存団体数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標２： 音頭保存会の新規入会者数 関連事業: ②、③

年度

％ ％ ％ ％ ％ ％

平成29年度までの直近5年間平均伸び率1.5％の2倍にあたる3％を設定

進捗状況１： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32

設定根拠１：

7 実施計画における目標と期待される効果　別紙

目標区分１： 地域の文化資源を核としたコミュニティの再生・活性化

評価指標区分１： 地域に誇りを感じる住民の割合 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標１： 住民意識調査の「地域の文化遺産を誇りに思う」割合 関連事業: ①

目標値１： ⇒【現状値】 平成 29 年度 【目標値】44 ％ 平成 31 年度 50 ％

様式１－１別紙①



人 人

平成 年度 平成 年度 平成 年度

人 人 人 人

～ 平成 31 年度

事業概要：

立神天王祭において、小学生児童の踊り子と楽師により踊りが奉納される。そのうち、楽師が祭典におい
て着用する地謡用裃の劣化が激しくなってきた（経年劣化による色あせ、染み汚れが目立つ）。平成28年
度事業にて横笛などの用具は新調できたが、地謡を奏でる楽師の衣装3式分を新調していくことで、楽師
として役につく児童の参加意欲を高める事が期待できる。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

31 年度 平成 32

具体的な指標： 音頭保存会の新規入会者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 1 人 ⇒ 【目標値】 平成 31 年度 4 人

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

年度平成 30 年度 平成

人 人 人 人 人 人

事業③： 立神地区天王祭典用具等整備事業 実施団体： 立神自治会

事業区分： 用具等整備 事業期間： 平成 30 年度

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成 年度 平成 30 年度 平成 31 年度 平成 32 年度

若手指導者に対しては、踊り、三味線、地謡の練習会のとき保存会の指導者とともに、小学生の指導にあ
たることにより指導内容、方法を伝授する。このことにより、次世代の伝統の担い手の育成、継承を確固
たるものにしていく。また、祭典当日の進行役、後片づけ、道具点検等の役割を担わせ次年度に備える。

評価指標区分： ・保存会への新規入会者数 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 音頭保存会の新規入会者数

目標値： 【現状値】 平成 29 年度 1 人 ⇒ 【目標値】 平成 31 年度 4 人

事業概要：

31 年度 50 ％

31 年度 平成 32 年度年度 平成 30 年度 平成

立神地区天王祭典後継者養成事業 実施団体： 立神自治会

進捗状況： 各年度、状況値、目標に対する達成率

平成 年度 平成 年度 平成

⇒

事業区分： 後継者養成 事業期間： 平成 30 年度 ～ 平成 31 年度

％％ ％ ％％ ％

事業②：

 8（2）実施事業の概要　別紙

事業①：
文化遺産を活用した地域活性化事業
～立神里の文化財・歴史の散歩径～

実施団体： 立神四季物語実行委員会

評価指標区分： ・その他 （具体的な指標は次のとおり）

具体的な指標： 地域住民へのアンケート等実施による意識調査（地域の文化遺産を誇りに思う割合）

目標値：

～ 平成 31 年度

事業概要：

近年、SNS等の発達により、立神地区内に存在する、ひっぽろ神事などの伝統行事、円空仏や大般若経に
関する情報も拡散され、全国からの観光客も増加しているが、文化財や伝統行事を紹介する案内板が皆無
に等しい状況である。そこで、立神地区内にある文化財の情報を発信・啓発を行うため、各文化財の案内
看板を各所に設置し、地域住民への啓発と、観光客への周知を行う。また、それぞれの文化財を巡るコー
スを記載したパンフレットを製作し、地区を巡るウォーキングコースとして啓発することで、文化遺産を
身近に感じられるよう取り組む。

事業区分： 情報発信 事業期間： 平成 30 年度

【現状値】 平成 29 年度 44 ％ 【目標値】 平成

様式１－１別紙②


